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「エスビューア」を活用した効果的な学習法

数研出版　編集部

　新高等学校学習指導要領が 2022 年度から年次進行で実施されます．この大きな変化を見据えて準備して
きた数研出版のデジタル教科書／デジタル副教材「エスビューア」も，いよいよご使用いただけることとな
ります．本誌 94，95号でもご紹介してきましたが，今号では，主な機能の概要から効果的な活用法まで，
機能ごとに「何ができるか」について，さらに詳しくご紹介します．

Ⅰ．「エスビューア」の概要
　エスビューアには，次の４種類があります．

　・指導者用デジタル教科書（教材） … 指さ
　・学習者用デジタル教科書 … 学さ
　・学習者用デジタル教科書・教材 … 学AC＋
　・学習者用デジタル副教材 … 副さ

　検定教科書版には指導者用と学習者用があります．
さらに学習者用には，紙の教科書と同内容の「デジ
タル教科書」と，そこに追加コンテンツを収録した
「デジタル教科書・教材」の２つのタイプがありま
す．また，参考書やグラマーテキストなど，副教材
版には学習者用をご用意しております．指導者用の
ご用意はございませんが，『提示用オプション』の
ご利用でスクリーンなどに投影してご活用いただけ
ます．それぞれの対応書籍については，p. 7のライ
ンアップにてご確認ください．
　次項以降，主な機能の概要を紹介します．各機能
に付された指さ，学さ，学AC＋，副さのマークは，そのタイ
プのエスビューアが当該機能に対応していることを
示しています．

▲「エスビューア」本棚の表示例

Ⅱ．基本的な機能
●紙面表示 指さ，学さ，学AC＋，副さ
　表紙，見返しを含め，書籍の内容をすべて収録し

ています．指導者用では，授業時に紙面を大きく映
し出すことで，教員と生徒間，また生徒同士での情
報共有が容易になり，スムーズな授業展開を可能に
します．

●ツールバー 指さ，学さ，学AC＋，副さ
　「ペン」「ふせん」「スタンプ」「消しゴム」「拡
大・縮小」「しおり追加」「目次・検索」などの基本
的な機能が利用できます．

　表示した教材紙面上に，「ペン」「スタンプ」「消
しゴム」機能を使って「書き込み／消去」ができる
ので，デジタル板書として便利です．
　また，「しおり追加」しておけば，生徒なら復習
する際に，教員なら次の授業の再開時などに便利で
す．さらに授業で扱うポイントのメモとしても使え
るので，授業準備にも最適です．
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●リフロー（特別支援機能） 指さ，学さ，学AC＋
　読みやすいように配色や文字サイズ，書体を変更
したり，テキスト部分を機械音声で読み上げたり，
ルビを表示したりするなど，学びを支援するアクセ
シビリティにも配慮しています．ICT だからこそ
できる工夫により，インクルーシブな学習環境を提
供し，学習効果やモチベーションをアップさせます．

● QRコードコンテンツ 指さ，学さ，学AC＋，副さ
　デジタル教科書／デジタル副教材をオンラインで
ご使用の場合には，QRコードコンテンツをご使用
いただけます．
① 音声再生 （リスニング）
② 数研発音マスター （音読・発音練習）
③ 数研WPMカウンター （速読練習）
④ 動画再生 （文法解説動画）
⑤ 文法解説 PDF
⑥ テーマ解説スライド

③ コミュニケーション英語のみ

④ ⑤ 論理・表現のみ
⑥ EARTHRISE論理・表現シリーズのみ

■■■図■■■

■■■図■■■

■■■図■■■

■■■図■■■

Ⅲ．本文指導に有用な機能
●テキストビュー 指さ，学AC＋，副さ
　新出語や本文は，ワンクリックで大きく表示でき
ます．さらに本文表示では，文字サイズや行間の調
整も可能です．このテキストビュー上でも，「ペン」
「ふせん」「スタンプ」などが使用可能で，重要な箇
所に下線を引いたり，一部を隠したり，SVOC な
どのスタンプを押したりすることもできます．
　本文のテキスト表示・音声再生は，「カラオケ」
「フェードイン」「フェードアウト」などの複数の方
式に対応しています．例えば，「カラオケ」では音
声に合わせてテキストの文字色が変わるため，綴り
と音の関係や，音の脱落や同化など，英語特有の発
音ルールに意識が向くようになります．また，「フ
ェードアウト」では，音声に合わせてテキストが消
えていくため，音声に遅れないように音読すること
で，ゲーム感覚で音読に取り組むことができます．

▲ ③数研WPMカウンター

▲ ②数研発音マスター

▲ ①音声再生

◀ ⑥テーマ解説スライド

◀ ④動画再生

⑤文法解説 PDF ▶

▼ フェードアウト▲ カラオケ
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　音声の再生速度は 0.5 倍～ 1.5 倍の幅で調整可能
です．また，「指導者用デジタル教科書（教材）」で
は本文の日本語訳（英文と合わせて／日本語のみ）を
表示できます．これらにより，習熟度や学習目的に
合わせて，さまざまな方法で本文が活用できます．
　さらに，英語コミュニケーションでは，本文のフ
レーズ表示にも対応しています．フレーズ間にブラ
ンクを設けた音声が再生できるため，フレーズごと
の音読練習が可能です．フレーズリーディングによ
り，英文を意味のまとまりごとに，英語の語順のま
ま理解する，直読直解の習慣が身につきます．

●フラッシュカード 指さ，学AC＋
　英語コミュニケーションでは，新出語や本文（一
部を除く）は，フラッシュカード形式で再生できま
す．英語カード，日本語カード，発音記号カード，
英日併記カードなどを組み合わせて使用できます．

▲ フラッシュカード（上：単語／下：本文）▼

▲ フレーズリーディング

英語コミュニケーションでは，速読トレーニング機能と通訳トレーニング機能が利用可能です．

○速読トレーニング 指さ，学AC＋

画面下部の START ボタンを押すと，英文が表
示され，同時に WPM（words per minute）の計
測が始まります．
ノーマルモード　 語数と読み終えた時点での経

過時間からWPMを算出．
チャレンジモード　 あらかじめ目標 WPM を設

定し，その制限時間内に読み
終えられたかどうかを判定．

○通訳トレーニング 指さ

教科書本文を使い，「英→日」「日→英」を制限時
間内に訳す（話す）練習をします．
「フレーズごと」または「１文ごと」に表示され
た英語または日本語を訳していきます．
「自動めくり」モードの場合は，速読トレーニン
グと同様，タイマーの制限時間内に訳します（制
限時間に達すると，解答（訳）が表示されます）．

オススメ ！
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●スライドビュー 指さ，学AC＋，副さ
　問題や写真などの紙面の各要素を拡大表示できま
す．さらに，「指導者用デジタル教科書（教材）」で
は解答や和訳の表示，リスニング問題の音声再生・
スクリプト表示などもできます．

▲ スライドビュー

　ふせんをはがして解答を表示することができます．
一つ一つはがせるので，生徒の反応を見ながら適切
なタイミングで解答を表示できます．

▲ 答え合わせ

●コンテンツ集
○スライドショー 指さ
　英語コミュニケーションの「指導者用デジタル教
科書（教材）」では，各レッスンの題材に関するスラ
イドショーが再生可能です．音声・字幕それぞれで，
英語・日本語・OFFの切り替えができます．

▲ スライドショー

　スライド内容に合わせてナレーションが流れます．
字幕の ON・OFF，英語・日本語を切り替えるこ
とで，習熟度に合わせたリスニング活動としても効
果的です．
　また， TEACHERʼS MANUAL 付属データ
DVD-ROM には PowerPoint 形式のスライドショ
ーデータを収録しています．字幕に適宜空所を設け
てプリントとして配付すれば，ディクテーション活
動としての展開も可能です．

▲ ディクテーションとしての活用例

　ナレーション・字幕をいずれも OFFにした状態
で，手動でスライドを切り替えながら，先生自らが
解説を加えることも可能です．
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○本文解説動画 指さ，学AC＋
　英語コミュニケーションでは，各パートの本文解
説動画が視聴可能です．当該コンテンツは，「指導
者用デジタル教科書（教材）」ではコンテンツ集から
呼び出すことができます．

▲ 本文解説動画

　なお，「学習者用デジタル教科書・教材」では，
生徒は教員が視聴を許可した場合に限り，各パート
のスライドビューから視聴可能になります．なお，
視聴の可否はパートごとに制御することができます．

Ⅳ．その他の便利な機能
●教材連携 指さ，学AC＋，副さ
　複数のデジタル教科書／デジタル副教材をご採用
いただいた場合，閲覧中のページや問題から，関連
する教科書／副教材（参考書・グラマーテキスト）の
ページにジャンプすることができます．

例）・ EARTHRISE English Logic and Expression I 
Advanced 学AC＋

　　・ チャート式シリーズ EARTHRISE総合英語 
副さ

　　を採用している場合

『学習者用デジタル教科書・教材 EARTHRISE 
English Logic and Expression Ⅰ Advanced』を
使用中に，各課に出てくる文法事項の詳しい解説を
参照したい場合，右上の教材連携ボタンをクリック
するだけで，『デジタル副教材チャート式シリーズ
EARTHRISE 総合英語』の該当ページを開き，解
説を確認することができます．

参考書の詳しい解説を確認した上で，教科書の活動
に取り組むとより理解が深まります．
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●ポートフォリオ機能 指さ，学AC＋，副さ
　生徒一人一人の学びを記録として残すことで，振
り返りが可能になります．論理・表現の教科書を例
に，機能について詳しく見ていきます．
※ 「学習者用デジタル教科書・教材」または「学習
者用デジタル副教材」をご採用時に利用可能な機
能です．

▲ ポートフォリオ

　『学習者用デジタル教科書・教材 EARTHRISE 
English Logic and Expression Ⅰ Advanced』の
紙面から，問題部分をクリックすると，その問題が
拡大表示されます．問題に取り組んだ後で，「学び
を記録」というボタンをクリックすると，上記のよ
うな記録用画面が現れます．各問題について「でき
た／できなかった／解いていない」を選択し，「記
録」をクリックします．このようにして生徒一人一
人の学習が記録として蓄積されます．このとき，問
題を解いたノートの写真を撮り，コメントとともに
記録に残すことが可能です．

振り返りながら学びの記録を蓄積していくことで，
生徒一人一人の学びのアルバムが出来上がります．

●先生と生徒をつなぐ連携機能 指さ，学AC＋，副さ
　先生から生徒へ課題やプリントを配信したり，生
徒から先生へ課題を提出したりするなど，先生と生
徒をつなぐ連携機能です．双方向の授業や，オンラ
イン授業にも対応できます．
※ 「学習者用デジタル教科書・教材」または「学習
者用デジタル副教材」をご採用時に利用可能な機
能です．

先生

　例えば，『EARTHRISE English Logic and  
Expression Ⅰ Advanced』につき，教科書に出て
きた文法事項の解説や確認問題を，生徒の端末に配
信することが可能です．一方，生徒は送られてきた
課題に取り組み，それを提出することができます．
　先ほどのポートフォリオ機能と併せてお使いいた
だくと，先生は生徒一人一人の学習状況を把握する
ことができます．

※ 英語コミュニケーションⅡ，論理・表現Ⅱは制作中につ
き，内容が一部異なる場合があります．
※ 記事内に記載の会社名，システム名，製品名は一般に各
社の登録商標または商標です．
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